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西洋の断裂

一つの誤り、七つの危機 — 十四世紀の単一の哲学的な断裂が、二十一世紀の認識論的、人間学的、道徳的、政治的、経済的、生態学的、そして性に関する危機を生み出したこと。応用調和主義シリーズの主要な議論。参照：基礎、調和主義、応用調和主義。




テーゼ

現代西洋は多くの危機に苦しむ。一つの危機に苦しむのであり、それが全てのスケールで表現されている。

認識論的危機（いかにして知るかを誰も知らない）、人間学的危機（人間とは何かを誰も知らない）、道徳的危機（「べき」を根拠づけることができない）、政治的危機（自由主義と民主主義は一貫性を失いつつある）、経済的危機（金融建築は多数からの富を少数に抽出する）、生態学的危機（生きている世界が消費されている）、そして性に関する危機（男性性－女性性の二項性が溶解している）— これらは個別の解決策を必要とする個別の問題ではない。それらは西洋文明の基礎における単一の断裂の七つの表現である：Logos（現実の内在する秩序）の漸進的な解体であり、思考、文化、生活の組織化原理としてのそれの廃棄である。

この記事は、その起源から各々の下流的な表現へと至る断裂を追跡する。それは、西洋知識遺産に調和主義が関わる記事のシリーズ全体のための読書ガイドである — 各記事は危機のある側面を深く展開し、この記事はその側面たちが一つであることを示す。





断裂


起源：名目主義

全ての文明の崩壊には日付がある — 構造が倒れた時ではなく、楔石が取り除かれた時である。

西洋にとって、その日付は十四世紀であり、楔石は普遍である。中世の綜合 — ギリシャ哲学、ローマ法、キリスト教の啓示の驚くべき統合であり、ほぼ千年にわたってヨーロッパ文明を構成していたもの — は形而上学的約束に基づいていた：普遍は実在している。「正義」、「美」、「人間本性」、「善」— これらは、特殊なものの集合に私たちが課す名前ではない。それらは現実の真の特徴であり、理性によって発見可能であり、物事の本質に根ざしており、神の心に固定されている。

オッカムのウィリアム(https://grokipedia.com/page/William_of_Ockham)と名目主義の伝統はこの固定を取り除いた。普遍は実在していない、彼らは論じた — それらは名前（nomina）であり、精神的な慣例であり、似ている特殊なものたちを一つの言葉で分類するための有用なラベルである。個別なもの（individual things）だけが存在する。「人間本性」は、全ての人間によって共有される実在する普遍に名前をつけるのではなく — それは、似た有機体を単一の用語で分類する言語的習慣に名前をつけるのである。

その動きは控えめに見えた。その結果は全体的だった。普遍が実在していないのであれば、道徳を根拠づける「人間本性」はない。政治的配置を計測する「正義」はない。芸術が指向する「美」はない。科学が発見すべき宇宙における「秩序」はない — 人間の心が課す規則性だけがある。中世の綜合が構築していた全体的な意味の建築 — そして地球上のあらゆる伝統的文明が独立して、その固有の語彙において構築していたもの — は哲学的に任意となった。以下に続くのは、この単一の廃棄の個別的な働きの六世紀にわたる漸進的な展開である。



カスケード

西洋哲学の各々の後続段階は、前の段階が無傷に残していたものを取り除いた — 陰謀や設計によってではなく、その楔石なしに動作している伝統の内部的な論理によって。

デカルト（17世紀） は心と身体を分割した。普遍が実在していないのであれば、世界への心の接続は不確実である — 私たちの観念が、それらの外側のものに対応していることをどのようにして知ることができるか？デカルトの回答 — 思考する主体の確実性によって解決された根本的な疑い（cogito ergo sum）— は知識を、知る者を知られるものから切り離す代償で救った。身体は拡張物質、機械作用、運動している物質になった；心は思考物質、純粋な内部性になった。人間は、機械を住みかとする幻影に分割された。身体は意味の場所としての重要性を失った；魂は家を失った。

ニュートンと機械主義者たち（17世紀〜18世紀） はデカルト的な分割を宇宙に拡張した。自然は数学的法則によって統治される機械になった — その精密さにおいて美しいが、目的から空虚である。目的論は自然科学から追放された：事は理由のために起こるのではない；それらは先行する原因のために起こる。宇宙は何かを目指さなくなった。それはただ走った。

カント（18世紀） は現実そのものを移転した。心が物自体（もの自体 (noumena)）を知ることができないのであれば、私たちが「現実」と呼ぶものは、心自身の構造化活動の産物である。空間、時間、因果関係 — これらは現実の特徴ではなく、生の経験に心が課すカテゴリーである。私たちが知っているような世界は構成である。カントはこれを救助として意図していた：知識する主体の必然的な構造の中に科学と道徳の両者を根拠づけることによって、懐疑主義から両者を救い出す。意図されなかった結果は、知識する主体を既知の世界の源にすることだった — 彼の継承者たちによってラジカル化されるならば、発見と構成の区別を完全に溶解させるだろう一つの動き。

実存主義（20世紀） は人間学的な結論を引き出した。普遍の実在がないのであれば（名目主義）、身体が機械作用であるのであれば（デカルト）、自然に目的がないのであれば（ニュートン）、そして世界が知識する主体の構成であるのであれば（カント）— それから人間は固定された本性を持たない。サルトル：「存在は本質に先行する。」あなたが成す選択に先行する人間本性は存在しない。あなたは、あなたが成すもの、それ以上のものではない。ボーヴォワールは性に適用した：「女になるのではなく、女へと成る。」ハイデッガー — より深く — 状況そのものに名前をつけた：私たちは、地面なく、目的なく、宇宙的文脈なく、存在へ「投げ込まれた」。人間は、無関心な宇宙に一人で立つ、最も恐ろしい意味で自由である — 一致すべき何もないために自由である。

ポスト構造主義（20世紀後期） は溶解を完成させた。フーコー：全ての知識は権力-知である — 真実は存在しない、制度的利益に奉仕する真実のレジーム（regimes of truth）があるだけである。デリダ：全ての意味は延期されたである — 安定した指示対象は存在しない、記号表現の終わりなき連鎖だけが存在する。リオタール：「大きな物語」（科学、進歩、解放、キリスト教、マルクス主義）は信用を失った — 全体に一貫性を与える包括的な物語は存在しない。安定した地面の最後に残っている候補者 — 理性的主体そのもの — は、それが分析していると思っていた権力-知レジーム自体の産物である、言説的ネットワークのノードへと溶解した。

カスケードは完成している。普遍：消えた。身体と魂の統一：消えた。宇宙的目的：消えた。客観的現実：消えた。人間本性：消えた。理性的主体：消えた。残るのは何もないところに立っている文明である — そして七つの危機は、無がそれ自身を現実世界で表現する七つの方法である。






七つの表現


1. 認識論的危機

全ての知識が権力-知であるのであれば、知識は信頼できない — 全ての知識が権力-知であるという知識を含む。結果は、真実と物語、証拠とイデオロギー、真正な専門知と制度的権威を区別する能力を失った文明である。認識論的危機は、全ての真実-認証制度への信頼の崩壊として現れる：イデオロギー枠組みによって支配された大学、企業的および政治的利益によって支配されたメディア、医薬品工業複合体によって支配された医学、結論を前もって定める資金調達構造によって支配された科学。危機は人々が愚かであるか騙されやすいという事実ではない。それは、知識の制度的基盤自体が、知識の地面を溶解させたのと同じ哲学的序列によって空洞化されたという事実である。

発展：認識論的危機、調和的認識論



2. 人間学的危機

人間が固定された本性を持たないのであれば — 存在が本質に先行するのであれば — 「人間とは何か」という問いに対する答えはなく、人間に何ができるかを制約しない。身体は技術的に修正され、ホルモン的に変更され、外科的に再構成される可能性がある — それはただ機械作用であり、ただ構成であり、意志のための単なる素材だからである。人間の再定義は下流的な表現である：自らを創造する計画として再想像された人間、固有の本性を持たず、社会的認識から独立した内在的尊厳を持たず、それが何に作り上げられるかについての存在論的制約を持たない。トランスヒューマニズムプログラムとジェンダーアイデンティティプログラムは構造的に同一である — 両者は人間の身体を、主観的嗜好に従って再形成される素材として扱う、なぜなら両者とも身体を与えられた本性を持つ魂の物質的表現として認識しないからである。

発展：人間の再定義、人間、実存主義と調和主義



3. 道徳的危機

普遍がないのであれば、人間本性がないのであれば、宇宙的秩序がないのであれば、「べき」に対する地面はない。美徳倫理学（本性に根ざしている）から義務論（理性だけに根ざしている）から帰結主義（成果に根ざしている）から情動主義（何にも根ざしていない）への漸進的な下降は、西洋を最大限の道徳的激しさと最小限の道徳的地面の状態に残す。不正義について最も怒っている世代は正義を定義できない。権利に最も献身した文化は、なぜ権利が存在するのかを説明できない。道徳的語彙 — 正義、尊厳、抑圧、解放 — はキリスト教-プラトン主義的伝統から借用された資本であり、それを体系的に破壊した枠組みによって費やされている。

発展：道徳的反転、社会正義



4. 政治的危機

自由主義— 現代西洋の政治哲学 — は借用された形而上学的資本の上に構築された：個人の尊厳（キリスト教から）、法の支配（ローマから）、憲法的統治（ギリシャ-イギリス伝統から）、人権（自然法から）。形而上学的資本が枯渇するにつれ、自由主義は空洞化する：中立的な国家は最も強いイデオロギーで満たされた真空になる；自然を方向づけることなく自由意志は自己破壊のライセンスになる；形而上学的根拠なき権利は力を持つ者によって付与または剥奪できる慣例になる。西洋全体における自由民主主義の同時的危機 — 低下する信頼、上昇するポピュリズム、イデオロギー的派閥による制度支配、物質に対する手続きの兵器化 — 実装の失敗ではない。それは、それを支えていた形而上学の枯渇の後に動作している政治哲学の構造的結果である。

発展：自由主義と調和主義、統治



5. 経済的危機

資本主義と社会主義の両者は、断裂が生み出したのと同じ唯物論的存在論の中で動作する。両者は価値を一つの側面に還元する — 交換価値（資本主義）または労働価値（社会主義）。両者は人間を経済代理人として扱う — 消費者または生産者。多次元的存在論が可視にするであろう価値の側面に両者は盲目である：生態的健康、共同体の結束、精神的深さ、世代間の伝承。金融建築 — 中央銀行、部分的準備制度、資産管理の一握りの企業への集中 — は、生産経済から金融エリートへの継続的で構造的な富の移転を生み出す。反資本主義者は症状を見るが、原因を誤診する：病理は私的所有権ではなく、測定可能なものへの名目主義的還元である — そしてマルクスの救済策は同じ還元から動作している。

発展：資本主義と調和主義、共産主義と調和主義、グローバル経済秩序、新しいエーカー



6. 生態学的危機

内部性を排除された宇宙 — 機械作用、運動している物質、抽出される資源 — は、何も存在しないため罪悪感なく搾取できる宇宙である。生態的危機は、技術や規制の失敗ではない。それは、自然を死んだ物質として扱い、人間の使用に利用可能な文明の必然的な結果である — デカルト-ニュートン的宇宙は産業資本主義を通じて運用化される。自然を生きているもの、神聖なもの、アイニにおける相互性のパートナーとして扱った伝統的文明は、生態的大惨事を生み出さなかった — 技術的能力が欠けたためではなく、それら自体の存在論がそれを防いだからである。あなたは生きているもの（living being）を採掘しない。あなたは聖なる川の水を毒しない。あなたは精霊の家を皆伐しない。生態的危機は、より良い技術や更に強い規制だけによっては解決されないだろう。それは存在論的な回復を必要とする：自然が機械作用ではなく、Logosの物質的表現であり、あらゆるスケールで生きており、あらゆる伝統的文明がそれに独立して与えた同じ畏敬の念に値することの認識。

発展：気候、エネルギー、そして真実の生態学、自然の輪



7. 性に関する危機

人間が固定された本性を持たないのであれば（実存主義）、身体が単なる機械作用であるのであれば（デカルト）、全ての範疇が権力構成であるのであれば（ポスト構造主義） — それから「男性」と「女性」は自然な種ではなく、脱構築される社会的強制である。ボーヴォワールは実存主義的誤りを性に適用した；ジュディス・バトラーはポスト構造主義を通じてそれをラジカル化した；第四波はそれを医学、法律、教育の支配を通じて制度化した。青年の間のジェンダー違和の流行は、二項性が溶解していることの証拠ではない — それは、存在論的地面なしに育った世代が、不活性化された文明が彼らに信頼しないように教えた身体を住むことができないことの証拠である。性的実在論 — 男性と女性は真正な存在論的二項性であり、生物学的、精力的、心理的、そして精神的であるというハルモニスト的立場 — は断裂が除去した地面の回復である。

発展：フェミニズムと調和主義、人間 — 性的二項性、人間の再定義






応答の統一

七つの危機は一つの危機である。応答は、したがって、一つの応答でなければならない — 七つの個別の危機に対処する七つの個別の改革ではなく、七つの病理が同時に知性的であり、同時に改善可能になる地面の回復。

その地面は、調和主義がLogosと呼ぶものである — 現実の内在する秩序。外側から課される規則ではない。信仰を必要とする宗教的ドグマではない。多くの文明の間の一つの文化的嗜好ではない。宇宙の内在する調和的知性であり、理性によって発見可能であり、独立した伝統の収束によって確認され、観照的実践を通じて直接経験され、原子の構造から魂の構造に至るあらゆるスケールで表現される。

Logosが組織化原理として回復されるとき：

認識論的危機は解決する — 知識は物事の実在する秩序において地面を取り戻し、四つの知識の様式（感覚的、理性的、経験的、観照的）が相補的な機能に回復されるため（調和的認識論を見よ）。

人間学的危機は解決する — 人間は与えられた本性を持つ多次元的存在として認識されるため — 物理的身体とエネルギー身体、チャクラシステムを魂の解剖学として、男性と女性を真正な存在論的二項性として（人間を見よ）。

道徳的危機は解決する — 倫理学はダルマにおいて地面を取り戻すため — 人間的スケールにおけるLogosへの一致 — そして美徳は全体的な人間の現実の秩序への一致として再発見されるため（道徳的反転を見よ）。

政治的危機は解決する — 統治は、形而上学的真空における競争する嗜好の管理ではなく、ダルマに一致した集団的生活の管理人性として認識されるため（統治を見よ）。

経済的危機は解決する — 価値は多次元的として認識され、市場はアイニ（神聖な相互性）に埋め込まれ、金銭建築は金融エリートの抽出命令よりも真の人間的繁栄に従属されるため（資本主義と調和主義、グローバル経済秩序を見よ）。

生態学的危機は解決する — 自然が生きているもの、Logosの物質的表現、消費されるべき資源ではなく相互性のパートナーとして認識されるため（気候、エネルギー、そして真実の生態学を見よ）。

性に関する危機は解決する — 男性と女性が真正な存在論的二項性として認識され、その相補性が家族、文化、そして文明が自らを更新する場所から生成されるため（フェミニズムと調和主義を見よ）。





全てを変える収束

Logosの回復は西洋的計画ではない。それは人類的計画である。常磐的伝統の最も顕著な特徴は、正確にこれである：歴史的接触がない文明 — インド的、中国的、アンデス的、ギリシャ的、アブラハム的 — が同じ構造的認識に独立して収束したこと。現実は秩序づけられている。秩序は発見可能である。人間はその秩序に参加するのに適した本性を持っている。良い生活はそれとの一致からなっている。そのような一致を失った文明の苦しみは、罰ではなく結果である — 誤った一致の自然な結果、関節が外れた身体が罰としてではなく情報として痛みを生み出す方法。

西洋の断裂は人間の条件ではない。それは歴史的条件である — 識別可能な哲学的な動きによって生み出され、識別可能な制度を通じて伝達され、そして失われたものの回復を通じて可逆的である。伝統は断裂しなかった。それらはまだ無傷である。孫娘が軽視するように教えられた祖母の世界観は、なおも六世紀の西洋哲学が漸進的に除去した地面を持つ。調和の道は新しい発明ではない。それは古い道である — あらゆる文明がLogosに一致していたとき歩んだ道 — 回復し、体系化され、そしてそれを歩む機会を与えられたことのない世代のために利用可能にされた。

断裂は深い。回復は可能である。そしてそれは始まる、あらゆる真正な回復がそうであるように、議論ではなく認識によって — あなたが立っている地面は無ではなく、混沌の下に感じる秩序は実在し、あなたが携える何かが意味があるという人生への憧れは神経化学的事故ではなく、あなたが何であるかについての最も深い真実であるという認識。



参照：基礎、認識論的危機、ポスト構造主義と調和主義、実存主義と調和主義、唯物論と調和主義、道徳的反転、イデオロギー的支配の心理学、自由主義と調和主義、共産主義と調和主義、資本主義と調和主義、フェミニズムと調和主義、社会正義、人間の再定義、気候、エネルギー、そして真実の生態学、統治、グローバル経済秩序、新しいエーカー、トランスヒューマニズムと調和主義、人間、調和的認識論、調和の建築、調和主義、Logos、ダルマ、応用調和主義
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